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令和８年２月２７日 

保護者様、地域の皆様 

川崎市立日吉小学校 

校長 中野 正明 
 

令和７年度 学校評価アンケートの結果及び分析のご報告 
 

１２月に実施しました学校評価アンケートでは、多くの保護者の皆様からアンケートの回答

をいただき、ご協力に感謝申しあげます。今年度の教育活動について、学校教育目標実現に向

けた３つの柱「健やかな体 心身ともにたくましい子」「確かな学力 進んで学び合う子」

「豊かな心 認め合い 助け合う子」と「地域との関わり」の視点から分析し、今後の取組に

ついて検討いたしました。その結果をご報告いたします。 

 

健やかな体 心身ともにたくましい子 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童 保護者 教職員 

①「日吉
ひ よ し

の子
こ

のやくそく」を守
まも

っ 

て生活
せいかつ

していますか。 

①お子さんは学校生活のルールが 

身に付いていると思いますか。 

①「日吉の子のやくそく」をもとに

基本的な学習ルール、生活のルー

ルを守る指導をしていますか。 

     児童 保護者 教職員 

②進
すす

んであいさつをしていま

すか。 

②お子さんはあいさつを進んでするこ

とができますか。 

②自らが元気なあいさつを心掛け、

あいさつが進んでできるよう指導

をしていますか。 

①②分析／今後の方向性と改善案 

  ①で「そう思う／ややそう思う」と回答している児童と保護者は、９０％を超えました。児童

は「日吉の子のやくそく」を守って生活することを心がけていることが伺えます。しかし、「あま

り思わない/思わない/わからない」の回答も約１０％います。これからも継続して学校生活のルー

ルについて確認しながら、指導していきます。②の「あいさつ」については、「そう思う／ややそ

う思う」と回答した児童は、約８０％でした。学校では挨拶への意識を高めていこうと、運営委員

会の児童が「あいさつスタンプラリー」を企画、運営しました。これからも、進んで挨拶する子ど

もたちを育てるために、教員が率先して挨拶をすることを基本とし、子どもたちにも促していきま

す。ご家庭でも挨拶への声かけに取り組んでいただければと思います。 
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   児童 保護者 教職員 

③通学
つうがく

路
ろ

を守
まも

り、安全
あんぜん

に気
き

を付
つ

けて登
とう

下校
げ こ う

していますか。 

③お子さんは、安全をに気をつけて登

下校できていると思いますか。 

③日頃から児童の登下校時の安全

指導に努めていますか。 
 

児童 保護者 教職員 

④災害
さいがい

や非常
ひじょう

時
じ

のときの避難
ひ な ん

のしか

たがわかりますか。(地震
じ し ん

・火事
か じ

・

大雨
おおあめ

・台風
たいふう

・不審者
ふしんしゃ

対応
たいおう

など) 

④学校は、防災や防犯（地震や火

事、大雨、台風、不審者対応な

ど）に対しての指導ができてい

ると思いますか。 

④災害時における危険を認識し、

日常的な訓練を生かし、非常時

に自分で考えて、行動できるよ

うに指導していますか。 

③④分析／今後の方向性と改善案 

 登下校時の安全意識について、９０％以上の児童が「そう思う／ややそう思う」の結果から、意識

を高くもっていると思われます。しかし、地域の方から「登下校時に児童が道路に広がって歩いてい

る」「大きな声を出しながらふざけている」等の声をいただくことがあります。学校では、継続的に

安全な歩行の指導をしていますが、そのような声をいただいた時には、改めて指導を行っています。

ご家族等で外出される機会でも、大人の目線でお子さんの行動を見ていただき、学校・家庭の両方で

安全についての意識を高められるような声かけを行っていくことで、意識だけでなく行動も伴ったも

のになっていくと考えます。      

 災害時や非常時についての行動の仕方について、９０％以上の児童が避難の仕方がわかると回答し

ました。学校では計画的に地震や火事、不審者侵入時の避難の仕方を指導しています。名前順に並

ぶ・廊下に並ぶ・外まで避難する・避難訓練の告知なし等、順を追いつつ様々なパターンで訓練を行

うことで、児童は「自分の命は自分で守る」行動を徐々に身につけていると考えられます。また、ど

うしてそのような行動をとるのか説明をすることで、学校外でも応用して避難の仕方を考えられるの

ではないかと思います。今後も計画的に避難訓練を実施し、緊急の際に練習してきた成果を発揮でき

るよう努めていきます。 
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確かな学力 進んで学び合う子 
児童 保護者 教職員 

⑤授業
じゅぎょう

の後
あと

にふりかえりをして、次の

学習
がくしゅう

にいかそうとしていますか。 

⑤お子さんは、自分の学習をふり

かえりながら、学習の積み重ね

ができていると思いますか。 

⑤身に付けさせたい資質と能力を

明確にし、ねらいに沿った指導

と評価を行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童 保護者 教職員 

⑥めあてをもって進
すす

んで学習
がくしゅう

し、

最
さい

後
ご

まであきらめずに取
と

り組
く

ん

でいますか。 

⑥お子さんは、進んで学習し、最後

まであきらめずに学習に取り組ん

でいると思いますか。 

⑥児童の学習状況を見取り、主体

的に学習に取り組めるよう、指

導計画を考えたり授業準備をし

たりしていますか。 

児童 保護者 教職員 

⑦相手
あ い て

の 話
はなし

をしっかり聞
き

いた

り、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを伝
つた

えたりし

ていますか。 

⑦お子さんは、大切なことを聞き取っ

たり、自分の思いを伝えたりするが

できていると思いますか。 

⑦児童同士の関わりの中で伝え合

いを通して、気付く、広げる力

を育てることを意識して指導を

行っていますか。 

⑤⑥⑦分析／今後の方向性と改善案 

学習におけるどの質問に対しても、「そう思う/ややそう思う」が児童は８０％を超える高い割合

を占めています。特に⑦の「相手の話をしっかり聞いたり、自分の考えを伝えたりしていますか。」

の質問では９０％の児童が「そう思う/ややそう思う」と回答していることから、継続して行ってい

る校内研究「自ら進んで学ぶ子」の成果であると考えられます。それを裏付けるように教員の回答

も、「そう思う/ややそう思う」がほぼ１００％であり、教員の意識と児童の意欲が共に高まったか

らこそ表れた数値であると考えます。しかし、児童・教職員の結果に対して、保護者の「そう思う」

が２０％前後であることから、昨年に引き続き、GIGA 端末の活用などを通して、学習の成果・過程が

見えるような工夫を行っていきます。 
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豊かな心 認め合い 助け合う子 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  児童 保護者 教職員 

⑧相手
あ い て

の気持
き も

ちを考
かんが

えて過
す

ごしていますか。 
 

⑧お子さんは他者の気持ちを考えた行動

が身に付いてきていると思いますか。 

⑧授業や学級活動などで友達と助

け合う場面を価値づけ、一人ひ

とりが温かい人間関係を築ける

よう指導していますか。 

児童 保護者 教職員 

⑨当番
とうばん

や 係
かかり

、実行
じっこう

委員
い い ん

、

委員会
いいんかい

などの自分
じぶん

の役割
やくわり

を 

進んで
すす    

おこなっていますか。 

⑨お子さんは、学校生活をよりよ

くするために進んで活動してい

ると思いますか。（係や当番、

実行委員、５６年委員会など） 

⑨学校生活の様々な場面で児童が自

主的に活動できる場を設け、その

行いを価値付け、さらに意欲をも

って取り組めるよう指導していま

すか。 

⑧分析／今後の方向性と改善案 

 ９０％以上の児童が「そう思う/ややそう思う」と回答しています。道徳の授業において、「思い

やり」を題材とした授業を行ったり、「かわさき共生＊教育プログラム」において、他者理解につい

て考えたりしたことにより、自分と関わる周りの友達に対する思いやりの気持ちや、自分と違っても

良さとして認め合う気持ちが高まっていると考えられます。また、このような児童の気持ちや行動

が、学校内だけでなく、校外でも見られるようになっているため、保護者にもその姿が伝わった結果

であると考えます。 

 今後も他者理解に関する意識を高めていくための取り組みを年間を通して継続していくとともに、

それぞれの児童に対し教員も温かい言葉かけや指導を継続していきます。 

⑨分析／今後の方向性と改善案 

 多くの児童が委員会活動や実行委員の活動などに、積極的に取り組む姿が見られます。委員会活動

では、他学年と一緒に活動する企画があったり、校内放送で週に一度「今週のキラリさん」として良

い行動をした友達を紹介したりするなど、活動内容も工夫されています。しかし、まだ活動に対し意

欲的になっていない児童もいるため、教員の声かけや忘れずに参加するよう促すことも必要だと考え

られます。今年度は保護者の回答も「そう思う/ややそう思う」の割合が増えているため、学校内で

の児童の活動の様子が伝わってきているとも考えます。 

 今後も児童の自主的・自発的な活動を促し実現していくとともに、活動内容を保護者の方にも伝え

ていく工夫を行っていきます。 
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地域との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童 保護者 教職員 

⑩気
き

になることや心配
しんぱい

なことがあ

るとき、担任
たんにん

の先生
せんせい

や他
ほか

の先生
せんせい

に相談
そうだん

することができますか。 

⑩お子さんは、気になることや心配

なことがあるとき、担任または教

職員に相談することができると思

いますか。 

⑩児童や保護者からの相談を真摯

に受け止め、学年内で情報を共

有しながら、児童に寄り添った

対応ができていますか。 

児童 保護者 教職員 

⑪学校
がっこう

や地域
ち い き

のことについて、興味
きょうみ

をもっ

て調
しら

べたり、関
かか

わったりしていますか。 

⑪お子さんは、学校や地域に興味

をもってを関わっていると思い

ますか。 

⑪学校や地域に興味をも

つことができるような

指導をしていますか。 

⑩分析／今後の方向性と改善案 

 今年度も年２回の学校生活アンケートや、夏休み明けアンケートを実施し、児童の不安や困ってい

ることを教員が気付き、把握できるようにしてきました。また、アンケート内容を確認して児童に話

を聞いたり、必要に応じて学年や校内で共有したりしていく体制を整えました。ただ、３０％ほどの

児童は、大人に伝えることにためらいがあったり、相談の仕方が分からなかったりする状況にあるの

ではないかと推察します。今後は不安なことや困っていることがあった時には、近くにいる担任や支

援教育コーディネーターなどに相談する際の方法を広めたり、GIGA 端末内にある相談窓口の紹介サイ

トを活用したりできることを児童に周知していくようにします。さらに、「SOS の出し方・受け止め

方教育」を実施することにより、一人で悩むのではなく、友達や周りの大人に話すことなどを児童に

伝えていくようにするとともに、学校と保護者が連携しながら児童の不安や悩みの解消に努めます。 

⑪分析／今後の方向性と改善案 

 昨年度と比較すると、児童・保護者・教員全ての「そう思う／ややそう思う」の数値が下がってい

ます。学年によっては、まち探検や地域にかかわる人や施設に焦点を当てて学習を行っていますが、

周年行事を終えたこの２年間は、地域を素材にしていない新たな単元の教材研究を進めている学年も

あります。今後は、学校経営方針にある「自分の住む地域に主体的にかかわろうとする子（郷土

愛）」を育てていくためにも、地域のことに興味や関心がもてるような内容を学習計画に取り入れ、

児童も教員もともに積極的に地域とかかわっていきます。また、地域では地区ごとのお祭りや地域教

育会議主催の「Hi4Ctiyフェスティバル」などが開催されています。地域を改めて見直したり行事に

参加したりすることで、日吉のまちへの愛着がより深まっていくことと思います。ぜひご家庭でも積

極的に地域に出かけたり、催し物や行事に参加したりしていただければと思います。 


